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ま え が き

社団法人 海外農業開発コ ン サル タ ン ツ協会( 皿CA) は ､ 平成 13 年 2 月 11 日から 2

月 27 日まで の 17 日間､ バ ングラデ シ ュ 国とラ オス 国におい て
｢ ノ ー ス ラ ジ ャ ヒ水利施

設計画+ 及び｢ メ コ ン川 下流南部8 県支流フ ロ
ー テ ィ ングポ ンプ潅漑開発計画+ に対する

事前調査を行な っ た ｡

ノ ー ス ラ ジャ ヒ水利施設計画は昭和62 年から63 年に かけて JIC A により実施調査が

行われた後 ､ 内貸予算により地下水開発事業として
一 部地域で事業実施 によるひ益がみ

られたもの の ､ 表流水利用 による事業本体は実現する に至 っ て い な い ｡ 天水依存の まま

で は地域間格差が拡大する
一

方で あり､ バ ングラデ シ ュ 政府関係機関として は ､ 日本の

技術 ･ 資金協力により早期に事業を実施 したい として い る ｡
"

G a ng e s W at e r S b a ri ng T r e a ty
”

( 199 6) に より利水上の 問題は解消され て い る と

ころ､ 有償資金協力の 枠内で の調査計画の ア ッ プデ
ー テ ィ ングとタイ ム リ

ー な資金援助

が期待されて い る ｡

ラオス 人民共和国 ( ラ オス) で は ､ 196 0 年代以 降潅漑改良が急速に進められた ｡ 地

形条件な どに より､ メ コ ン河及 びその 支流沿 い の平野部にあ っ て はほ ぼ全 て がポン プ潅

漑方式で ある ｡ その成果は大成功したもの から完全 に失敗に終わ っ たもの まで 多岐に わ

たる ｡ 成功の 鍵は潅漑施設の機能維持とそ の ための 水理組織の 組成にあ る｡ 現下 ､ ラ オ

ス 政府は既存潅漑施設の利用率向上なら び に強化を図ろうとして い るが､ 潅漑可能率は

10 % 未満で あ り潅漑拡張 の余地は多大で ある ｡ 食糧自給達成の ため､ 潅漑は重要な役割

を担 っ て おり､ 新規潅漑の ポテ ンシ ャ ルの 高いメ コ ン河南部8 県ポ ン プ潅漑開発に 寄せ

る ラオス 当局の 期待は高い ｡

平成 13 年 3 月

( 社)海外農業開発コ ンサル タ ン ツ協会

調査団長 富 岡 穣
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第1 部
バ ングラデシ ュ 国

ノ ー ス ラ ジ ャ ヒ水利施設計画



Ⅰ. 経緯 ･ 背景

バ ングラデシ ュ は､ 稲作を中心とする農業国であり､ 人 口過多 ､ 教育水準の 低さ､ 大きな

ジェ ンダ ー 格差あるい は度重なる自然災害等の多くの 問題に直面して いる｡ 生産面 では第
一

次産業 の GD P に占める比率が年 々 低下傾向にあるが ､ 依然として農業部門が雇用 の 約

60 %
､
GDP の約 30 % を占め､

最重要産業として の地位を保持して いる｡

近年
一

定の 経済成長は達成されて いるもの の ､ 緊急課題として の貧困緩和を実現する

には至らず ､ 尚
一

層の 開発努力が必要とされて おり､ 現政権は ､ 経済自由化の 促進 ､ 民間

活力の 有効活用 ､ 外国からの
一

層の投資促進､ 更には農村開発 の促進等の施策を通じ､ よ

り高い ､ 経済成長を図ろうとして いる｡

本件調査地区に つ いて は昭和62 年 7 月 から昭和63 年 7 月 にかけて ､
J IC A により北部ラ

ジャヒ潅漑計画 実施調査(F/S) として スタディ ー が行われた｡ 上記施策の
一

環として ､ 近 い

将来にお いて事業の 実施を可能とす べく､ フ ォ ロ
ー

ア ップ調査を実施した｡

ⅠⅠ. 事業計画 の概要

2 -

1 位置

本地域は首都ダッカの 北西約260k 皿 にあるラジャヒJ州こ属 し､ 州都ラジャヒの北西約 10k 皿

に位置して いる｡ 計画地域の標高は 13 m (40 フィ
ー ト) ～ 19 .8 皿 (6 0 フ ィ

ー ト) の 平 坦な地

形で周囲を洪水 防御堤で囲まれた約 10 ,0 00h a の農村地域である｡ 本地域にガンジス河 の

豊富な水資源を導入 し､ 潅漑排水施設 の建設 によっ て ､ 雨季 ･ 乾季における農業経営 の安

定化を図るとともに農業生産の 拡大を図ろうとするもの である｡

2 t 2 事業概要

計画地域約 1 0 , 00 0b a に含まれる約 90 ,0 0b a の稲作を中心とした農地 に対 し､ ガンジス

河 から港漑用水を取水､ 送水すると共に雨季の 余剰水を可能な限り､ ガ ンジス 河 に排水す

ることによっ て 土地利用率の増加 ､ 生 産量の 拡大 ､ 地域内の 雇用 の増加を図ることとする｡
一

方､
こ の計画に必要な施設は下記 のごとく提案されて いる｡

潅漑施設

( 1) ポ ンプ場

機械位置: ガンジス河左岸､ 地名カスバ

機械規模: 必要水量 9 . 4 m
3
/ s

機械施設: 立軸渓流ポンプ(用 ･排兼用)

口径 1 ,50 0 皿/ 皿 ×1 台 所用水力

1
,
000 皿m/ m x 2 台

総揚程 11 . 9 m

1 - 1

設計水量 8 . 6 m
3
/ s

750k 甘× 1 = 750k v

3 90 k w x 2 = 780 k w

l ,5 30 k w



( 2) 潅漑水路及び 圃場

幹線水路: 約 20 k m (含む付帯構造物)

支線水路: 釣 76 k m (含む付帯構造物)

圃場施設必要面積(タ
ー シ ャリ ー 及びファ ー ム デイツチ等) 900 0h a

迫1 通過量盤塵毯 _ 塵_退塾垂 + _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

( 4) 事業費概算

3 492 百万円(743凹IL い Oy , TE)

ⅠⅠⅠ. 現地調査におけるファクトファインディング

3
-

1 概要

19 88 年 8 月に JIC A 調査による F/S レポ ー トが完成 ､ 提出されて 以降､ 本格的事業実施は

停滞したまま今日 に至 っ て いる｡ 地 区内で は土壌が肥 えており､ 潅漑施設 の 完備が永年の

住民 の 夢であるが ､ 現実のものとはな っ ておらず､ 部分的に B a ri nd I n t e g r at ed R u r al

D e v el o p 皿e nt P r oj e ct( B I m ) 事業の 地 下水潅漑 の恩恵を受けて いるのみ である｡ 然し乍ら

多くの 地域は地 下水帯水層の 限界により恩恵を受けられず ､ 依然として ､ 天水依存の ままで

ある｡ 唯
一 の可能性は上記 JI CA スタディ

ー

による事業実施により表流水 による潅漑を実現

することであり､ 19 96 年締結のインド政府との
``

G a n g e s W at e r Sb a ri ng T r e at y
''

は追い

風となっ ていると判断される｡

3 - 2 現地踏査

以下を目的として現地踏査を実施した｡

･ F/ S 後の 潅漑排水施設 の現状把握
･ 提案されたポンプ機場近 辺 の G a n g e s 川 の 現状
･ 表流水潅漑に対する住民 の ニ

ー ズと関心

3 - 3 フ ァインディングス

現地踏査を通じ､ 関係機関( 特に BW DB ( バ ングラデイシ ュ 水 開発公社) の担当者 ､ 住民 に

聞き取りを行い ､ 現状把握に努めた｡ コ ンタクトあるい は聞き取りに関わっ た関係者は別紙リ

ストに示した通りであるが､ 主要なポイント及びフ ァインディングは以下の 通り要約される｡

･ J IC A スタディ
ー 時にカウンタ

ー パ ー トとして参画した SD E (S血b
-

Di vi si o n al E ng .) によ

れ ば E a sb a ポ ン プサイト へ の 途 中にあるグロイン 3 (Ⅳ血i n a g a r) とグロ イン 5

(Ⅳab a g a n g a) に大量のセ ディメントがあり､
これらのグロインの 近辺 で は G a 喝 e S の 本流

は左岸堤防により､ かなり離れており､ ラジャヒの 町は上流よりの洪水に対 して は充分安

全な状態にあるとのこと｡ (写真
- 2)

･ Ⅳ山 鳩 弧g a 村の住民はD T W/S 珊 地 下水事業による潅漑施設により恩恵を受けて いるが ､

逆に雨季にお ける G a n g e s の 高水位による排水不良に悩まされて いる｡ こ の 間題は

Si トB a r n ai 川に排水施設 を設けることにより解決できるとして いる｡
･ 【a sb a ポ ン プサイトは左岸側は滞砂で満ちており､ 低水位時にお いて は流れ は約1k 皿

右岸側 にシフトして いる｡ ポンプ場 へ の電力供給につ い ては ､
ラジャヒよりの単独のライ

ン が必要 であり､
ポンプサイト近くでサブ ･ ス テ ー シ ョン が必要である｡ ポン プ場近くの

G a n g e s の 流況は写真7 ､ 8 ､ 9 に示 した｡

ト2



B a r ai p a r a ポ ンプ機場の上流部よりみた写真を3 ､ 下流部よりのもの 4 ､ 5 ､ 6 として示し

た｡ こ の 地点､ 河岸は安定して おり､ 1 0 年間(スタディ
ー

時以降) 全くシフトして い ない ｡

C b ap ai Ⅳa 甘血g a nj の パ ワ ー サブ ･ ステ ー

シ ョ ンは近く20凹W から30IⅣ にアップグレ ー ド

される予 定である｡

B IR D は 198 6 年より稼働しており､ D TW (D e e p T uもe W el l) による地 下水潅漑が行われ

て いる｡ 下記 3 名の 関係者に聞き取りを行っ た｡
- H r

. Ⅳ. L .Sh e el , E x e c uti v e D i r e ct o r
-

H r . Ab d ul 凹 m a n , H o ni t a ri ng of fi c e r
- H r

.
血 z ad E o s s ai n

,
E x e c uti v e E n gi n e e r

D TW によりカバ ー された地 区で の潅漑状況はまずまずの 成果を挙げて いる｡ ただし､

帯水層 の状況次第で多くの 土地はD TW に適して いない ｡ 表流水による潅漑開発が進め

ば
､
その 効果は大きく､ 稼働中の 地下水事業に対しても良い効果が期待できると判断

される｡

G od ag a ri 及び T a 皿O r e 地区は多くがD TW により濯漑されて いる｡ これらの 地 区では排水

不 良が主たる問題となっ て いる｡ P old e r
-

D の堤 防が寸断されること多く､ 改良が必要で

ある｡ T む10 r e の農地状況 を写真10 に示す｡

P ob a 地区では農民はD T W 及び STW による潅漑効果を享受して いる｡ モ ンス
ー ン時排水

不 良の 問題があり､ Si b -

B a r n ai シ ステム の施設 改良が必要とな っ て いる｡

Ⅳi a 皿at p u r にお いては多くの農地が農民の 自立組織によるSTW により潅漑されており､

T a n o r e や G od ag a ri に比して D TW の重要性は低いが ､ 地下水位が年々 低下して 来て

おり､ 取水 に困難が生じて いる｡ (写真 11 ､ 12)
一

方 ､ 本地 区は排水不 良の 問題 はな

い
｡

Ⅳ
. 総合所見

世界的に見て最貧国に属するバ ングラデシ ュ は ､ そこ から脱却す べく､ 各種経済開発に

努力を傾注して いる｡ 国家経済の 基盤である農業の 生産性を高め ､ 増大する人 口 に対 して

食糧確保を図りつ つ ､
か つ 可能な限り輸出を振興して ､ 他産業 へ の活性化波及効果を達成

しようとして い る｡ そ のため､ 農業技術の 近代化をもたらす 関連施設/ インフラを整備し､ そ

の 生産基盤を強固にする政策を優先しようとして いる｡

本事業地区
``

北部ラジャ ピ はG a ng e s 川左岸に位置し､ インドとの 水協定により表流水を

有効利用できる立地であり､ 住民の 多くは永年の 間､ 表流水の 開発を期待して いた ｡ 大規

模ポンプ施設整備 による潅漑開発 は諸般の 事情により実況するに至 っ て い ない が､ 関係機

関及び住民は DT W
･S T W により部分的ではあるが､ 地 区内で潅漑農業を展 開してきた｡ しかし

ながら
､
地 下水位の低下あるいは モ ン ス

ー ン期の排水不良の 問題等は更なる発展 を大きく

阻害しており､ バ ングラデシ ュ 政府としてはJ IC A スタディ
ー の レビ ュ ー を通じ､ そ の 事業計画

を修 正 ､
ア ップデイトすることにより､ できるだけ早期の 本格的事業実施 に継げた いと望んで

いる｡ 将来､
こ の案件が日本政府 の技術協力及び資金協力として 取り上げられ ､ 推進される

ことを期待している｡
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第2 部
ラオス国

メ コ ン川下流南部8 県支流フ ロ ー

テ ィ ングポンプ
潅漑開発計画



Ⅰ . 事業の背景

1 ･ 1 背景

1 9 95 年及び 1 9 96 年に発生した未曾有の 大洪水は､ ラオス国の コ メ どこ ろともい える

中 ･ 南部に展開する 7 大平原 ( ビエ ンチャ ン､ ポリカムサイ､ セ パ ン フ ア イ ､ セ ドン ､

サ ラパ ン及び ア タブ) の 雨期稲作に大打撃を与えた｡ ラオス国政府は これを契機に ､ コ

メ生産の 自給及び安定確保の ためには稲作栽培を洪水による被害を被り易 い 雨期栽培か

ら乾期栽培へ と拡大
･ 強化する こ とが不可欠とし､ その ために必要な小

･ 中規模の ポン

プ を大量 に輸入 し､ ポ ンプ潅漑 システ ムを全国農地 へ 緊急的に導入 する
｢ ポン プ設置管

理事業+ を策定 し､ 農林省濯漑局はその実施機関として 19 9 6 年以降､ 約 7 ,0 0 0 台の ポン

プを自己資金で導入､ 潅漑面積約 8 5 , 0 00 b. a の拡大を図 っ て い る ｡ こ の事業により､ 潅漑

面積に占めるポン プ濯漑 の比率は､ 現在約 70 % と極めて 高くな っ ており､ 同国の食糧安

定生産 ･ 確保 に重要な役割を担 っ て い る｡

1
-

2 経緯

急激なポ ンプ導入 にお い て は､ ポ ン プ施設の 適正 な計画策走 ､ 運転､ 維持管理 ､ 修理

技術を有する技術者の 育成が伴 っ て おらず､ 技術安貞 の不足､ 設計
･ 計画及 び維持管理

知識の欠如 ､ 点検
･ 補修技術 の不足な どか ら設置ポ ン プの 老朽化が 急速 に進行 しつ つ あ

り､ 経年 ととも にポン プ潅漑効果発現低下
･ 要改修施設の 増加 が懸念されて い る ｡ さら

に 同国政府はこ れら潅漑施設の 農家 へ の移管 (I r rig a ti o n M a n a g e m e n t T r a n sfb r
: I M T )

を図 っ ており､ 現場技術者の育成の み ならず､ 農家へ の指導 ･ 訓練も不可欠なもの とな

つ て い る ｡

ⅠⅠ. 対象地域の現状

2
-

1 位置

調査対象となる ビ エ ンチャ ン県以南の 8 県は､ 山地と平野部の 両者を有し､ メ コ ン川を

挟んだ対岸はタイ国で あ る｡ 平野部は農業地帯で あり ､ メ コ ン川支流を水源とする潅漑農

地が展開して い る ｡ 当地の河川は雨期と乾期でその 水位が極端に変動する ため ､ 安定的 に

潅漑水を確保する こ とが困難で あり､ 現在､ 対象地域の平野部は雨期作の みが行われて お

り､ 今後､ 潅漑水源確保 による農業生産量増大の 可台巨性を有する地域で ある ｡

2
･
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ⅡⅠ 事業概要

ラオス 国の潅漑タイ プの多数を占めるポンプ潅漑地区の 持続的な高生産性農業

を実現するため ､ 効率的ポ ンプ潅漑技術の確立と技術移転を目的とする ｡ 具体的

には､ 国及び県職員 へ の技術移転を通 じ､ ポ ンプ濯漑計画の作成､ 潅漑施設の 設

計 ･ 施工 ､ ポ ンプ施設の維持管理 ､ 保守
･ 点検 ･ 整備に関する技術の向上 ､ 普及

を図るととも に ､ 最終的に施設の 運営維持管理 を担う農民組織 (水利組合) に対

す るポ ンプ潅漑 技術の訓練 ･ 指導システ ムの 強化を進め る｡ こ れ により､ ポンプ

濯漑技術者の育成､ 農民組織 へ の技術普及の 強化を通 じ､ 乾期に おける持続的 ･

安定的な農業生産の 実現を図るもので ある｡

こ の ように ､ ラオス政府が主要農業政策 と位置付けて い る潅漑施設 の 受益者へ の

移管 (I M T) を成功させる ためにも ､ 既存潅漑施設が 計画された所与の数値を達

成するために､ 県 ･ 郡 の 技術者の能力開発 の ための 道具立て と訓練の実施が 不可

欠で ある ｡ 7 大平原の それぞれに拠点を設け､ 訓練用の フ ロ ー

テ ィ ング ･ ポンプと

修理用の ワ ー ク シ ョ ッ プの 建設並び に要員の 訓練を行うこ とが本計画の 基本で あ

る｡ 主要事業内容は下記の とおりである ｡

1 . ボ ン ト ウ ー ン型ポン プ場 ( 75 k w ､ 2 基) の 建設

2 . ポ ンプ機器修理用 ワ ー クシ ョ ッ プの建設

3 . 要員の訓練及び技術サ ー ビス

こ の事業計画により期待される成果は次の ようで ある ｡

･ ポン プ潅漑改修計画､ 設計､ 施エ ､ 維持管理基準が策定され る ｡

･ 基準の策定と研修による ポンプ潅漑技術の 向上､ 適正化及 び普及が図られる｡

･ ポ ン プ運転､ 保守､ 点検､ 整備技術書が策定される ｡

･ ポンプ オペ レ ー シ ョ ンの 実用技術の移転､ 技術者が育成される ｡

･ 水利組合 へ の適正維持管理技術の 訓練､ 指導シス テ ムが確立される ｡

･ 農民組織による施設の 運営､ 維持管理が良好になるとともに ､ 土地及び水利

用の効率が向上 する ｡

2
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1 . 調査団鼻

音岡 穣

瀬山 修平

2 . 調査行程

(株) 三 祀コ ンサル タ ン ツ

(株) 三 蕗コ ンサル タ ンツ

月日

行 程

富岡 瀬山

2 月11 日 ( 日) 移動日( 日本り †ン グラデイ シ ュ)

2 月12 日 (月) JBIC 事務所､ 水開発省表敬

2 月13 日( 火) 現地調査

2月14 日 ( 水) 現地調査

2月15 日 ( 木) 関係者 へ の 報告

2月16 日 ( 金) 資料収集

2月17 日 ( 土) 移動

2月1 8 日 ( 日) 資料整理 ､ 瀬山と合流 移動 日( 日本
･ バ ン グラデイ シ ュ)

2月19 日 (月)
大使館､

JIC A 専門家､ 濯漑局表敬､ 打ち合
わせ

同左

2 月20 日 ( 火) 協議､ 資料収集 ､ 現地踏査 同左

2 月21 日 ( 水) 資料収集､ 現地踏査 同左

2 月22 日 (木) 移動 資料収集､ 現地踏査

2月23 日 (金) 帰国 現地踏査

2月24 日 ( 土) 現地踏査

2月2 5 日( 日) 現地踏査

2月2 6 日( 月) 移動

2月2 7 日( 火) 帰国
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面会者リスト

バングラデイシユ

Bangladesh Water Development Board (BWDB)
Mr. Md. Shanjahan

Mr.Abdul Gafur

Mr. Mosaddeque

Baring Integrated Rural Development Project (BIRD)
Mr. N. L. Sheel

Mr.Abdul Mannan

Mr.Amzad Hossain.

・国際協力銀行

大西靖典

Executive Director
Monitoring Officer
Execitive Engineer, Date Section

ダッカ駐在員事務所主席駐在員

Local Government Engineering Department
Mr.Md.Shahidul Hassan Chief Engineer

Mr.Karar Mahmudul Hassan Joint Sectretary

ラオス

Ministry of Agriculture and Forestry Department of Irrigation (DOI)

Mr.Langsy Sayvisth Director General, DOI

Mr.Pasone say Insisiengmay Project Director

・大使館

・JICA

長野　誠司

日高　弘

・JICA専門家

渡邊　光邦

一等書記官

Assistant Resident Representative

DOI



現 地 写 真 集
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Following are someof the photos taken at existing sites.

Right: Napho Tai in Vientiane Province.

Pontoon mounted electric pumps installed in 1997

in a tributary.

The river flows from left to right and backed up by a

heap of earth of a meter high about 100m

downstream to keep water and its depth.

Left & below: Napho Tai in Vientiane
Province

Right: Napho Tai in Vientiane Province.
Aturn out in the secondary canal about 100m down

from the pump station but no tertiary goes from

there. Paddy fields over there are irrigated while

fields adjacent to the turn out are not.
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Left & below: Subproject Viengkham Tai
in Vientiane Province
A pontoon mounted pump station floating in a

tributary.

Below & right: Na Khong in Vientiane
Province

The electric pontoon mounted pumps in a tributary.

State of main canal viewed from up-stream side.

This reach is about 50 meter down stream from.

The pumps were off when the picture was taken.
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Above & right : Lahanam Thong in
Savannakhet Province
Irrigation water is pumped-up by electric pumps This ten-year old projectcommands SOOha.

mounted on pontoon in a tributary Bank mounted axial pumps originally installed are

not in use any more.

Right & below: in Bolikhams
A pontoon mounted pump station
and its main canal.
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Above & right : Lahanam Thong in
Savannakhet Province
Irrigation water is pumped-up by electric pumps Thisten-yearold project commands SOOha.

mounted on pontoon in a tributary Bank mounted axial pumps originally installed are

not in use any more.

Right & below: in Bolikhamsay

A pontoon mounted pump station in the Mekong

and its main canal.
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Left & Below: Thapho in Savannakhet

Provi nce.

A typical configuration of bank mounted axial

pumps tapping the Mekong (left). Each has a 45 Kw.

motor. This station is 5 year old but leakage is

observed on many points, particularly around the

head part as shown below.

Right & below: Pak Phueng 1 in Theonlydifferenceistheshiftoftheflow
Savannakhet Province. center away fromthis bank side and the
The idea and configuration of the pumping station accumulation of sand burying the lower
are the same as Thapho shown in the previous part of intake pipes. The system ceased to
page.. operate for this dry season
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